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防除期
収穫期は種 定植ファンタジスタ顆粒水和剤で登録のある病害

【北海道（春作）】
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灰色かび病（白斑葉枯病）

写真提供：北海道立総合研究機構  池谷美奈子 氏

葉

発生する部位

初発時期は年によって異なるが、6月上～中旬頃から下葉に白色～淡黄色の
小斑点を生じ、次第に上葉へ広がる。発病が進展すると葉身に枯れこみがみら
れる。病斑は長円形で、表面にかびを形成することはない。小菌核病との見分
けは難しいが、本病の病斑は淡黄色で、また、周囲がぼやけていることが多い
のに対して、小菌核病の病斑は白色で輪郭が比較的くっきりしている。

被害の特徴／見分け方

多雨で高湿度に経過した場合に多発しやすい。2日以上の連続降雨または
10mm以上のまとまった降雨の後7日以内に発生しやすく、特に平均気温18℃
以上で初発する可能性が高い。初発期頃の病勢は緩慢で、7月上旬以降に進展
し、7月下旬以降に急激に発病が進むことが多い。

発病しやすい条件

初発直後からの薬剤散布で防除が可能である。初発を見つけたら5日以内に
散布を開始する。通常の散布は7～10日間隔で行う。15日間隔で散布可能な
残効の長い薬剤も開発されている。発病初期からの薬剤散布が重要である
が、減収被害を防ぐため、球肥大が進む生育期後半の葉を維持するように防
除する必要がある。散布の終了時期は、予想される倒伏期の15日前である。

防除のポイント

多発株（小菌核病混発）
赤：灰色かび病　白：小菌核病

初発病斑
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写真提供：北海道立総合研究機構  池谷美奈子 氏

初発病斑

菌核

多発株（葉先枯れあり）

小菌核病

葉

発生する部位

発生のはじめは中～下位葉に白色小斑点を生じ、やがて拡大して小豆形と
なる。病斑がさらに拡大すると病斑部から上部が枯れ、そこから折れ曲がって
葉先枯れとなる。病葉の内側には白色綿状のかびが見られる。7月下旬頃には
葉鞘基部や枯死葉に直径約1～7mmの菌核が形成される。灰色かび病（白斑
葉枯病）との見分けは難しいが、本病の病斑は白色で輪郭が比較的くっきり
している。

被害の特徴／見分け方

病原菌は子のう菌類の一種で、菌核上に生じた子のう盤から子のう胞子を飛
散させ、たまねぎに感染する。気温が15℃前後で雨が多く、多湿となる条件
で多発しやすい。北海道では、圃場で菌核上に子のう盤が形成されるのは
早くて5月下旬～6月上旬で、感染のピーク時期は6月中～下旬と推定される。

発病しやすい条件

理論上は感染ピーク時期に薬剤を1回茎葉散布すれば防除可能であるが、正確
に小菌核病の感染ピーク時期に薬剤を散布するのは困難である。このため、
現場では6月中～下旬に2回散布（散布間隔は10～15日）することで感染
ピーク時期をカバーできる。また、小菌核病と灰色かび病（白斑葉枯病）の
両方に登録のある薬剤を使用して同時防除すると、散布回数を増やすことが
なく効率的である。

防除のポイント
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ファンタジスタの上手な使い方

灰色かび病（白斑葉枯病）・小菌核病の登録希釈倍率は2000～4000倍で、
同時防除が可能である。2000倍は残効が長く、灰色かび病（白斑葉枯病）の
15日間隔散布に使用できる。このため散布回数を減らすことが可能で、さら

に、降雨が続いて畑に防除機が入れない場合でも安心である。混合剤を含めて
同一系統の薬剤が連用とならないように注意が必要である。

執 筆 者 ご 紹 介
北海道立総合研究機構
道総研  https://www.hro.or.jp/
北見農試  https://www.hro.or.jp/list/agricultural/research/kitami/index.html
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